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地域住民の皆様とともに歩み、
　　　　愛され、信頼される病院

病院
理念

●「地域連携室」ってどんなところ？
●新任医師紹介
●令和5年度小浜病院事業会計予算
●薬草園開園10周年見学会について

特　集



　入院や通院に関して不安や疑問を感じたことはありませんか?
　地域連携室は、そんな患者様のために他の医療機関、介護福祉施設、行政と連携し、患者様にとって最適な医療サービス
を行うための小浜病院の窓口です。
　「紹介窓口」「医療福祉相談室」と2部門からなり、看護師、社会福祉士、精神保健福祉士、医療事務職等多職種で構成され
ています。スタッフ一同、患者様に安心して円滑に診察を受けていただけるよう、入院や通院に関するご相談に応じ支援
を行っています。
　また、地域のかかりつけ医と協力し、地域の在宅療養中の患者様が急に体調を崩されるなどの“緊急時”においても、ス
ムーズな受診・入院ができる「在宅療養後方支援病院」の窓口の役割も担っています。

　当院は若狭地域で在宅療養を受けている患者様の同意のもと、地域のかかりつけ医より事前登録をしていただき、体調
を崩されたとき等、緊急時の受入れを迅速にできるように「在宅療養後方支援」を行っています。入院された後も、かかり
つけ医・ケアマネージャー・当院スタッフによるカンファレンスを行い、患者様が退院後も安心して療養生活を送ること
が出来るよう必要な情報を共有します。

対象者：以下の条件（両方）に該当する方

① 自宅、施設等で訪問診療をうけている方

② 在宅時医学総合管理料・特定施設入居時等医学総合管理料・在宅がん医療総合診療料・在宅療養指導管理料（在宅自己
注射指導管理料を除く）を入院前月または入院月に算定されている方

「地域連携室」ってどんなところ?

　「治療費が高額になるが払えるだろうか」「介護が必要な状態となったがどうしたらいいだ
ろうか」等、病気・けがからそれまでの日常生活が一変してしまうことは誰にでも起こりえることです。

　医療福祉相談室では、患者様・ご家族に寄り添いながら、その不安要素を少しでも取り除けるよう多種多様な

相談に応じています。

　患者様・ご家族様の意向を第一に、心身の状況、生活環境、社会的背景などを考慮しながら、

その人らしい生活が送れるよう一人ひとりに合わせたサポートを心がけています。

　また、相談の際は院内のスタッフ（医師・看護師・リハビリスタッフ等）だけでなく、

必要に応じて地域の関係機関とも連携を密に行っています。

　経験豊富な職員が対応しますので、一人で悩まず、気軽にご相談くださいね。

～わたしたちのお仕事紹介～

社会福祉士 編

・社会保障制度のご案内（介護保険・障害年金・高額療養費など）
・介護相談・サービスについての情報提供
・快適な退院後の生活を送るために主治医・看護師と連携した入院当初からの退院支援
・地域ケア会議・自立支援協議会など地域福祉の会議への参加

① 「緊急時に入院を希望する病院」としてかかりつけ医を通して「在宅療養後方支援病院患者登録書」と「同意書」を
作成し事前登録をしていただきます。この登録は1患者様1病院となっております。

② 登録ができましたらかかりつけ医から「在宅療養後方支援病院患者登録書（写）」をお受け取りください。小浜病院
とかかりつけ医との間で登録後3ヶ月ごとに情報交換をします。　　

③ 体調を崩された場合、かかりつけ医から紹介いただき、入院の必要があれば円滑な入院が出来るように病床を調
整します。やむを得ず登録患者様が緊急で直接入院された場合は24時間以内に地域連携室からかかりつけ医へ
連絡を入れます。詳しくは、杉田玄白記念公立小浜病院　地域連携室までお問い合わせください。

月曜日～金曜日　8：30～ 17：15（土曜日・日曜日・祝日・年末年始を除く）
TEL：0770-52-0990（代表）

問い合わせ時間
お問い合わせ先

利用の流れ

医療福祉相談室の業務

・当院への紹介患者様の診察調整・受付
・他の医療機関への受診予約の手続き
・その他療養に関する相談の受付
  （主に医療費・受診相談・医学的な相談等お伺いします）

紹介窓口の業務

「在宅療養後方支援病院」とは

患者様
（在宅療養中）

かかりつけ医

地域連携室（医療福祉相談室）
● 体調が悪い時などの相談
● 日常的病気の治療相談
● 入院や精密検査が必要な時は
地域連携室（紹介窓口）をとおして
小浜病院の診療・検査の予約が

　できます。● 精密検査や手術、入院診療
● 転院先の病院や施設など紹介

● かかりつけ医へ逆紹介
● 退院時のご相談

● 在宅相談
● 転院、施設相談

● 包括支援センター
● 訪問看護ステーション
● ケアマネージャー

杉田玄白記念
公立小浜病院

受診受診

経過報告・逆紹介経過報告・逆紹介

診察・検査予約・紹介診察・検査予約・紹介

退院支援退院支援

受診受診

※在宅療養後方支援



令和5年度小浜病院事業会計予算
令和5年3月28日に開催された病院組合議会において、令和5年度予算が可決されました。

〈事業収益〉87億3,372万円 〈事業費用〉87億3,372万円

1 収益勘定

外来収益
22億825万円
25.3%

外来収益
22億825万円
25.3% 給与費

48億8,744万円
55.9%

給与費
48億8,744万円
55.9%材料費

16億6,724万円
19.1%

材料費
16億6,724万円
19.1%

入院収益
48億6,516万円
53.3%

入院収益
48億6,516万円
53.3%

■ その他医業収益
2億8,232万円
3.2%

■ 国・県補助金
2,759万円
2.8%

経費
10億6,440万円
12.2%

経費
10億6,440万円
12.2%

■ 減価償却費
6億2,538万円
7.2%

■ 研究研修費
1億339万円
1.2%

■ 統轄管理費
4,854万円
0.5%

■ 医業外費用
1億8,863万円
2.1%

■ へき地医療拠点
病院費
1,059万円
0.1%

■ 高等看護学院費
1億3,711万円
1.6%

■ 予備費
100万円
0.1%

■ 他会計補助金
7億1,565万円
8.2%

■ 資本費繰入収益
2億4,715万円
2.8%

■ 長期前受金戻入
1億4,132万円
1.6%

■ その他（収益）
9,858万円
1.1%

■ へき地医療拠点
病院事業収益
1,059万円
0.1%

■ 高等看護学院収益
1億3,711万円
1.6%

□ 外来収益  外来医療収入
□ 入院収益 入院医療収入
□ その他医業収益 文書料、室料差額、健康診断、

予防接種料等の収入
□ 国・県補助金 国、県からの運営補助金収入
□ 他会計補助金 構成市町からの運営負担金収入
□ 資本費繰入収益 構成市町からの企業債（借入金）

元金償還額に対する負担金収入
□ 長期前受金戻入 償却資産取得に伴う補助金額からの

減価償却額見合い分の収益化
□ その他（収益）  財産使用料、施設利用料等の収入
□ へき地医療拠点病院事業収益　へき地巡回診療、運営補助金収入
□ 高等看護学院収益 学生授業料、構成市町運営負担金等の収入

□ 給与費 職員の給料、手当、法定福利費、
賞与引当金等の費用  

□ 材料費 薬品、診療材料、給食材料等の購入費用
□ 経費 電気、上下水道、賃借、委託、修繕等の費用
□ 減価償却費 償却資産の減価償却費用
□ 研究研修費 学会出張等の研究研修費用
□ 統轄管理費 病院組合事務局運営費用
□ 医業外費用 借入金利子返済等の費用
□ へき地医療拠点病院費　へき地巡回診療運営費用
□ 高等看護学院費 高等看護学院運営費用
□ 予備費 使途を限定しない予備の費用

〈資本的収入〉7億385万円 〈資本的支出〉14億5,059万円
2 資本勘定

□ 補助金 施設整備、資産購入に対する 国、県からの補助金収入
□ 市町負担金 リース資産支払に対する構成市町からの負担金収入
□ 企業債 施設整備、資産購入に対する企業債（借入金）収入
□ 固定資産売却代金 固定資産の売却収入
□ 修学資金貸付金返還金 修学資金貸付金の返還収入

□ 建設改良費 施設整備、資産購入の費用
□ 企業債償還金 企業債（借入金）元金償還費用
□ 修学資金貸付金 修学資金貸付費用
□ 予備費 使途を限定しない予備の費用

公営企業の諸施設の整備、拡大などにともなう収支で以下のようなものがあります。

薬草園開園10周年の見学会のご案内

※雨天の場合は中止する場合がありますので小浜病院のホームページをご確認ください。

5月27日（土）  午後2時から  （予約不要）
小浜病院東側玄関前  中川淳庵顕彰薬草園

日 時
場 所

記念植樹と渡辺斉氏（日本植物園協会名誉会員）による
現地解説を行いますので多数ご参加ください。

〒917-8567 福井県小浜市大手町2番2号　TEL:0770（52）0990（代表）　FAX:0770（53）3745
［URL］http://www.obamahp-wakasa.jp/hospital/杉田玄白記念公立小浜病院




